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自治会地域の絆を育む

【自治会が果たしている役割】

①安心・安全なまちづくり  ～災害時や犯罪から地域を守る

②地域の衛生活動  ～資源ごみ無料回収を取りまとめ

③地域情報の提供  ～地域情報満載の回覧など

防災訓練での炊き出し

地域の清掃活動

たこ焼きクーちゃん

東日本大震災や熊本地震などの災害を経験した今、私たちは人との絆の大切さ
をいっそう考えるようになりました。その絆を育む身近な組織として自治会が
あります。加入に関するご相談は人権市民協働課（市役所１階２番窓口）まで。

地域のつながりの大切さが見直されています

▷防災・減災
　阪神淡路大震災では、倒壊した家屋から多くの人が救出されましたが、そ
の多くは自治会の人たちによるものでした。いざというときに備えて、自治
会では日ごろから訓練を実施しています。また、会員の情報を元に行動でき
るので、迅速な対応をとることができます。
▷防犯灯や見守り隊
　夜のまちを明るく照らす防犯灯が市内に約 3,700 灯ありますが、そのほ
とんどの設置、維持管理は自治会が行っています。また、昨年度は市内で
48 基の防犯カメラを自治会が設置しました。そのほか下校する子どもの見
守りや、年末夜警など、地域の安全なまちづくりを担っています。

　自治会では、市内一斉清掃「ご
みゼロ大作戦」に積極的に参加
して地域の清掃活動を行ったり、
資源ごみの無料回収を実施する
自治会もあるなど、まちの美化
に大きく貢献しています。

　回覧板や広報いずみおおつの配布などを通じて地域の情報を届けるのも自治会の役割です。特に、回覧板
にはその地域に密接した情報が満載で住民にとって重要なものとなっています。その他にも地域の交流・親
睦を図るイベントの開催なども多くの自治会で行われています。

サマージャンボ宝くじ販売 ! !
発売期間　7月 18 日㈫～ 8月 10 日㈭
◎サマージャンボ宝くじの当せん金は、１等・前後賞合わせて７億円
◎サマージャンボミニ 1 億円・サマージャンボプチ 100 万も同時発売　　　　　　　　　　
◎サマージャンボ宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。
問合　公益財団法人　大阪府市町村振興協会（☎06・6941・7441）
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